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 RI 第２６１０地区   

 東となみロータリークラブ会報 

     2012-2013 年度 No.７ 

事務局 〒939-1635 富山県南砺市福光 7336-4 福光会館 3Ｆ 

ふくみつ光房内 TEL 0763-53-1333ＦＡＸ0763-53-1334、

inashorc@athena.ocn.ne.jp 

2012-2013 年度 会長 河合耕一 、幹事 上田昭二 

2012-2013 年度 RI テーマ 

 

「奉仕を通じて 平和を」 

(田中作次会長) 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

                例 会 記 録（お盆早朝例会）  

 

         浄教寺（南砺市谷）本堂前にて 

第１６３３回例会 

 

平成２4 年８月１３日(月)午前 6 時半 浄教寺  
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１．ラジオ体操：地域住民・子供と一緒に 

 

２．点 鐘 会長 

３．ソング：我等の生業 

 

４．会長の時間：ラジオ体操は大変｡日頃、不摂生してい

るので朝は弱い。オリンピックは閉会式。高校野球は

もう富山県の高校はいない。昨夕、友人からペルセウ

ス座流星群が見られると電話があったが、結果的には

見られなかった。当クラブにＩＭの実行委員を設けた

のでよろしくお願いしたい。 

 

５．幹事報告：①ＩＭ実行委員をお願いした方にはよろし

く。委員でない会員も出席をお願いしたい。②他クラ

ブ例会変更 事務局確認。他メークアップは連絡を。 

６．委員会報告：①出席委員会：本日 20 名中 15 名出席

（75.00％） 

７．ニコニコＢＯＸ(SAA：本日 12 名 16000 円) 

河合会長：今年 2 回目のラジオ体操です。困ったもの

です。不健康の見本の様な生活です。 

三谷会員：朝ラジオ体操をして、お経をあげて、精神、

身体とも洗われた気がします。 

坂井会員：高瀬先生の話を聞いて、また一つ賢くなり

ました。有難うございました。 

斎藤会員：お陰様で有難い気持ちになっております。

貴重な時間を有難うございます。 

水島会員：早朝例会ということで早寝をしたのですが、

ぎりぎり間に合いました。お体大事に暑い

夏を乗り越えましょう。 

小西会員：今朝は 5 時から自治振興会の役目で忠霊塔

の清掃で一汗かいてきました。清々しい気

持ちで早朝例会に臨みました。ガバナー補

佐として盆から先、いろいろお世話になり

ます。 

上田幹事：ラジオ体操自体が重労働になってきました。

高瀬さんお世話ありがとうございます。朝

の一時、清々しい気持ちでお参りします。 

高瀬会員：拙寺へようこそ。年に一度の寺参りが、二

度、三度になればいいですね。 

横山豊介会員：元気で今年もお盆を迎える事が出来ま

した。 

山本会員：お盆早朝例会、いつも育った在所のお寺で、

心が現れます。先週は娘のインターハイで

欠席しました。団体で予選を突破し、ベス

ト 16 に入る事が出来ました。 

三角会員：高瀬先生、早朝例会有難うございます。有

難いご法話有難うございました。 

岩崎会員：高瀬先生有難うございます。オリンピック

はたくさんの感動でした。日々の精進をし

っかりしなければと心を新たにしました。 
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８．卓話「お盆法話」：高瀬顕正会員（浄教寺住職）後述 

９．朝食：台所門奥座敷で、「松屋」の素麺と煮物を頂く 

  

 

卓話「お盆法話」高瀬顕正会員（浄教寺住職） 

 
高瀬会員：嘆仏偈を皆で読経９２～９５頁。これは

阿弥陀様が修業中、師の世自在主仏を称えた偈。１５

分ほどしゃべる。暮れに喪中葉書が１８通来た。その

内１４通には｢永眠した｣と書かれていた。お葬式の時

の弔辞と似ている。弔辞も｢安らかにお眠りください｣

となっている。そろそろお盆。亡くなった人は、お墓

の中で眠っていると思っている。４年前の２００８年、

ＮＨＫの紅白歌合戦で、とんでもない歌が歌われた。

秋川雅史の「千の風になって」の歌。｢～私のお墓の前

で泣かないで下さい～、眠ってなんかいません～｣。 

１１年前、ＮＨＫの朝の連続ドラマに「ちゅらさん」

があった。この中で、小学校４年の子供が、東京より

沖縄での生活を選ぶという話がある。沖縄の人は住居

よりもお墓にお金をかける。物語の中で、少年が一番

気にかけていることを婆さんに尋ねる。「死んだらどこ

へいくの？」と。婆さんは「人間は生きている間の時

間よりも、死んでからの方がずうっと長いのだよ。今

住んでいる家よりも立派なお墓を作ってそこを終の住

み家にするんだよ」と。死んだらおしまいの生命観が

幅を利かせる現代にあって永遠の生命を説く仏教の世

界は何と大きく広いことだろう。 

 

 


